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自己紹介

1987年 京都大学文学部卒業（フランス文学）

1989年 京都大学文学研究科修士課程修了（フランス文学）

1996年 パリ第４（ソルボンヌ）大学博士課程修了（フランス文学）

1997年 京都大学文学研究科博士課程研究指導認定退学

日本学術振興会特別研究員

2000年 京都教育大学教育学部助教授

2002年 京都大学文学研究科助教授

2007年 京都大学文学研究科准教授

2019年 京都大学文学研究科教授

2021年 京都大学文学研究科図書館長

2022年 京都大学図書館機構長・附属図書館長



京都⼤学図書館機構
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京都⼤学図書館機構



本日の内容

1. 学術情報基盤としての⼤学図書館

2. ⼤学図書館と政策動向

3. これからの⼤学図書館に求められること



⼤学設置基準

（1949年 国立学校設置法第６条「国立⼤学に、附属図書館を置く。」 ）

1956年

文部省令としての⼤学設置基準が制定（←学校教育法第3条）

⼤学設置に必要な教員数や校地･校舎等の施設の最低基準を規定

1991年

⼤学設置基準の⼤綱化（規制緩和、自己点検・評価の努力義務）

2002年

⼤学設置基準の準則主義化（設置規制の明確化）

2022年

⼤学設置基準の⼤規模な改正（規制緩和、内部質保証）

施設・設備等に関する規定を簡略化



⼤学設置基準（令和4年度改正）

第三十八条

⼤学は、教育研究を促進するため、学部の種類、規模等に応じ、図書、学術雑誌、電磁的方

法(電子情報処理組織を使用する方法その他の情報通信の技術を利用する方法をいう。)によ

り提供される学術情報その他の教育研究上必要な資料(次項において「教育研究上必要な資

料」という。)を、図書館を中心に系統的に整備し、学生、教員及び事務職員等へ提供する

ものとする。

２ 図書館は、教育研究上必要な資料の収集、整理を行うほか、その提供に当たって必要な情

報の処理及び提供のシステムの整備その他の教育研究上必要な資料の利用を促進するために

必要な環境の整備に努めるとともに、教育研究上必要な資料の提供に関し、他の⼤学の図書

館等との協力に努めるものとする。

３ 図書館には、その機能を十分に発揮させるために必要な専門的職員その他の専属の教員又

は事務職員等を置くものとする。



⼤学設置基準（令和4年度改正）

令和4年度⼤学設置基準等の改正について（解説資料）
https://www.mext.go.jp/content/20220930-mxt_daigakuc01-000025195_05.pdf



⼤学設置基準第38条をめぐって

2021年7月 日本私立⼤学連盟『ポストコロナ時代の⼤学のあり方〜デジタルを活用した新しい学びの実現』

中長期的に検討が必要な課題として、⼤学設置基準第38条（図書等の資料及び図書館）の削除を挙

げた。また「職員についても，基準で想定されている専門的職員（第38条３）である司書は図書館

機能の多様化に伴って、図書館職員に求められる能力も多様化したため、形骸化している」とした。

2021年9月 日本図書館情報学会 学会ホームページ上で会長名で抗議

2021年10月 日本私立⼤学連盟 日本図書館情報学会へ追加説明

図書館という場の機能は高度化・多様化する極めて重要な存在でり、その機能と合わせ司書の役割

は専門職員として更に⼤きな意味を持つものであるが、現行の⼤学設置基準の条文は不十分であり

改めてその役割を再定義する必要がある。

2021年12月 国公私立⼤学図書館協力委員会は文部科学省に同年4月に提出した「⼤学設置基準（図書館に関す

る部分）の改正の検討について（依頼）」を公表

2022年5月 国立⼤学図書館協会は⼤学設置基準改正に対する考えを公表

2022年10月 改正⼤学設置基準施行

（竹内比呂也「⼤学図書館職員の新たな役割」 より）



学術情報基盤とは

学術情報基盤とは、書籍、論文等のコンテンツ、それらの流通を支える情報ネットワーク及び利

活用の場としての図書館を含む概念であり、知識インフラとして、⼤学における教育研究活動の

根幹を支えるものである。

学修環境充実に関わる学術情報基盤整備については、主に、ⅰ）コンテンツ、ⅱ）学習空間、

ⅲ）人的支援の三つの要素に整理することができるとともに、それらの有機的な連携を図ること

が重要である。

「学修環境充実のための学術情報基盤の整備について（審議まとめ）」

（平成25年8月 科学技術・学術審議会 学術分科会 学術情報委員会）



本日の内容

1. 学術情報基盤としての⼤学図書館

2. ⼤学図書館と政策動向

3. これからの⼤学図書館に求められること



⼤学図書館に関する政策動向

学術審議会（科学技術・学術審議会）、統合イノベーション戦略推進会議等における主な検討課題

1980年代 目録所在情報サービス（NACSIS-CAT/ILL）の導入に向けた学術情報システム構想

1990年代 電子図書館機能の実現に向けた取組み 情報リテラシー教育の充実

2000年代 国立情報学研究所（NII）設置 学術情報基盤整備

学術情報発信機能強化 機関リポジトリの推進

2010年代 ラーニング・コモンズの導入 教育学修支援の拡充

⼤学図書館コンソーシアム連合 (JUSTICE)設立 電子ジャーナル問題への対応

2020年代 転換契約モデルの導入 オープンサイエンス時代への対応



⼤学図書館の政策 ：電子ジャーナル経費の増⼤

令和５年度学術情報基盤実態調査
（文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付学術基盤整備室）

令和4年度の国公私立⼤学計 812 ⼤学（国立 86、公立 100、私立 626）の図書館資料費の合計：718億（前年度比 13億円増）
紙媒体の資料（図書と雑誌の合計）に係る経費：221億円（前年度比 10億円（4.6%）減少）
電子媒体の資料（電子ジャーナルと電子書籍の合計）に係る経費：378億円（前年度比 21億円（5.9%）増加）



⼤学図書館の政策 ： Transformative agreements （転換契約）

転換契約

転換契約（TA）は、世界的なオープンアクセス2020イニシアティブ（OA2020）に賛同する研究
実施機関の主要な戦略の一つであり、第14回ベルリン・オープンアクセス会議や、cOAlition Sで
連携した基金提供者によって公認され、受け入れられている。研究のオープンな普及のための多
様な場を支援する他の取り組みと連携して、転換契約は、研究機関が、コミュニティ固有の出版
選択に従って、ジャーナル購読に現在費やしているリソースを、持続可能なOAビジネスモデルを
支援するための資金に転換するための一時的かつ過渡的な枠組みである。

他の機関や図書館コンソーシアムが、これま
での購読料支出に対してコスト中立で、リー
ディングアクセスとオープンアクセス出版の
両方を可能にする転換契約を交渉しているの
であれば、なぜそれ以下の条件で妥協する必
要があるのですか？

ESAC (Efficiency and Standards for Article Charges) : https://esac-initiative.org/market-watch/



⼤学図書館の政策 ：Read & Publish 契約（転換契約）の事例
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⼤学図書館の政策 ：Read & Publish 契約（転換契約）の事例

（2024年5月29日付）

⼤学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）ウエブサイトより
https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/justice/2024-05/2023prop_as_of_20240529_0_1.pdf



⼤学図書館の政策 ：転換契約の事例（京都⼤学）

京都⼤学図書館機構ウエブサイトより



⼤学図書館の政策 ：転換契約によるオープンアクセスの推進

NTTデータ経営研究所「オープンサイエンスの戦略・施策の検討に資する調査・分析等の委託」
https://www8.cao.go.jp/cstp/r5_os_report_summary.pdf (2024年2月29日)



⼤学図書館の政策 ：転換契約によるオープンアクセスの推進

NTTデータ経営研究所「オープンサイエンスの戦略・施策の検討に資する調査・分析等の委託」
https://www8.cao.go.jp/cstp/r5_os_report_summary.pdf (2024年2月29日)



⼤学図書館の政策 ：転換契約によるオープンアクセスの推進

ESAC (Efficiency and Standards for Article Charges) : https://esac-initiative.org/market-watch/

転換契約によるオープンアクセス論文の増加（累計）：英国と日本の場合

英国 222,478本 日本 6,315本



⼤学図書館の政策 ：転換契約によるオープンアクセスの推進

ESAC (Efficiency and Standards for Article Charges) : https://esac-initiative.org/market-watch/

転換契約によるオープンアクセス論文の増加（年度別）：英国と日本の場合

英国 55,354本 日本 2,889本



本日の内容

1. 学術情報基盤としての⼤学図書館

2. ⼤学図書館と政策動向

3. これからの⼤学図書館に求められること



これからの⼤学図書館に求められること
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これからの⼤学図書館に求められること

学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針
（令和６年２月 16 日 統合イノベーション戦略推進会議決定）

(1) 公的資金による学術論文等の即時オープンアクセスの実施

・公的資金のうち 2025 年度から新たに公募を行う即時オープンアクセスの対象となる競争的研究
費を受給する者（法人を含む）に対し、該当する競争的研究費による学術論文及び根拠データの
学術雑誌への掲載後、即時に機関リポジトリ等の情報基盤への掲載を義務づける 。

・即時オープンアクセスの対象となる競争的研究費制度は、学術論文を主たる成果とするものと
し、関係府省が定める（＊） 。

・即時オープンアクセスの対象は、査読付き学術論文（電子ジャーナルに掲載された査読済みの研
究論文（著者最終稿を含む））及び根拠データ（掲載電子ジャーナルの執筆要領、出版規程等に
おいて、透明性や再現性確保の観点から必要とされ、公表が求められる研究データ）とする。

（以下略）

（＊） 科学研究費助成事業（日本学術振興会）
戦略的創造研究推進事業（科学技術振興機構）
戦略的創造研究推進事業（日本医療研究開発機構）
創発的研究支援事業（科学技術振興機構）

（関係府省申合わせ）



これからの⼤学図書館に求められること



これからの⼤学図書館に求められること

研究のライフサイクル 研究計画の立案に始まり、研究資金獲得に係るプロポーザル作成、実際の調査・実験等の遂行を経て、成果公表、当該研究

に対する学術界もしくは社会の評価を得ることに至る一連のプロセス。一つのプロジェクトが次のプロジェクトへと続いていく連続性を強調する意味

で、循環図で表現されることが多い。 （「オープンサイエンス時代における⼤学図書館の在り方について（審議のまとめ）」）

引原隆士「研究データのオープンアクセスを担保する機関リポジトリの展開」
https://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/NISTEP-STIH10-2-00370.pdf



京都⼤学におけるオープンアクセスの推進



京都⼤学の取り組みの事例：データ運用支援基盤センター

引原隆士「研究データのオープンアクセスを担保する機関リポジトリの展開」
https://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/NISTEP-STIH10-2-00370.pdf



これからの⼤学図書館に求められること



これからの⼤学図書館に求められること：⼤学図書館間の効果的な連携

○ 電子ジャーナル ScienceDirect について、国立教育系⼤学図書館協議会参加館の複数⼤学（現在9⼤学：①

北教⼤、②宮教⼤、③上教⼤、④学芸⼤、⑤京教⼤、⑥兵教⼤、⑦奈教⼤、⑧福教⼤、⑨⼤教⼤）にて、エ

ルゼビア社と JUSTICE 提案を基本とした共同購読にかかる「サブ・コンソーシアム契約」を締結し、複数機

関の契約を取りまとめ、3年間の複数年契約等を行い、教育系⼤学の事情に配慮した措置の適用を受けている。

また Scopus については、北教⼤、学芸⼤、兵教⼤、⼤教⼤の4⼤学にてサブ・コンソーシアム向け提案を受

け、契約。

○ 京阪神3⼤学（京都⼤学、⼤阪⼤学、神戸⼤学）附属図書館の連携・協力活動事業の一環として、検討グ

ループを設置し、京阪神3⼤学図書館ライブラリ・スキーマを作成。取り組みについて令和5年度国⼤図協セ

ミナーで報告。また、同3⼤学連携事業として利用者アンケートを実施。

「オープンサイエンス時代における⼤学図書館の在り方について（審議のまとめ）」に対する、

国立⼤学図書館協会会員館の取り組み状況（追加調査まとめ：令和6年4月現在）より

https://www.janul.jp/ja/news/20240606



これからの⼤学図書館に求められること：⼤学図書館間の効果的な連携



これからの⼤学図書館に求められること：⼤学図書館間の効果的な連携



大学と大学図書館

ご清聴をありがとうございました。

大学図書館職員長期研修

2024年7月1日


